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ポリ窒化炭素はトリアジンなどの芳香族有機分子が構成単位となったシート状の窒化炭素のこ

とであり、炭素と窒素を主成分とする金属フタロシアニン(MPc)を重合することで金属が均一分散

したフタロシアニン基ポリ窒化炭素(MPc-PCN)が得られる。MPc-PCNは単位構造が大きいため、

空隙が多く高いイオン吸着能が期待される。さらに、酸化還元可能な金属を含んでいることから

リチウムイオン二次電池(LiB)の正極材への適用可能性も期待される。そこで MPc-PCN の合成条

件の最適化と構造同定を行い、１．ソルボサーマル法を用いた MPc-PCN空孔への磁性イオンの吸

着、２．MPc-PCNを正極活物質、金属 Liを負極に用いた Li-metal battery (LMB)を構築し、充放電

の可能性を検証することを目的に研究を行った。 

 MPc-PCN の合成は各種塩素化フタロシアニンとコバルト金属粉を混合・加圧成型後、封入ガ

ラス管中で加熱することにより行った。条件検討の結果、M = Co、反応温度 450 ℃以上でMPcの

重合反応が起こった。また XRD等の構造解析により CoPc-PCNは CoPc単位構造が乱雑に配列し

たアモルファス状であることを明らかにした（Fig. 1）。１．CoPc-PCN粉末を CoCl2水溶液に懸濁

させ、テフロン圧力容器にて 100 ℃で加熱・洗浄した試料を作製し、磁気評価を行った。その結

果 CoPc-PCNの空孔に Coが導入され、単位質量あたりの磁化値が 1.4倍に増加することを明らか

にした。さらに、Ｘ線光電子分光法等の評価により、Clイオンが比較的多く吸着されたことが分

かった。２．CoPc-PCNを正極活物質、負極に Li箔を用いた LMBセルを構成し、埼玉県産業技術

総合センターにて充放電特性を評価した。その結果初期電圧 3.5 Vの電池動作が確認された（Fig. 

2）。講演で詳細を報告する。 

 

Fig. 1. CoPc-PCNの推定局所構造 

（赤：Co, 黒：C, 青：N） 

Fig. 2. CoPc-PCNを正極活物質 

とした LMBの充放電特性 
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